
上條憲二

ブランド構築論 ④

ブランディングの進め方-1





今日のテーマ

ブランディングの進め方  その1



今回から、数回にわたり、

ブランディングの進め方、

つまり、ブランド戦略をどうつくるかについて
お話しします。



ブランディングの進め方

■企業は、どのようにしてブランディングを始めるのか。

ブランディング:

■企業(商品、サービス)がブランド活動を行うこと

■企業(商品、サービス)が「○○らしさ」に基づいて事業活動を

行うこと。



よくある、企業の悩み

■「何とかしたい」という社内の有志が集まって、勉強会を始めたが

どう進めたらいいか分らない。

■経営者からトップダウン的にブランド戦略の担当者に任命されたが

どう進めていいか分らない。

■同業他社のブランドが存在感を増しているので何とかしたい。

■他業者だが、ブランディングの成功事例を知って、自分たちも何

とかしたいと思った。



ブランディングのきっかけ

■周年のタイミング

・創業60周年、50年、100周年などのタイミング

・社内外に発表しやすい

・大義名分が立てやすい

■会社、施設などの移転

■M&A(企業の合併、統合)など

■企業実態とイメージのギャップが大きくなったとき

■創業者などが引退、新経営陣のスタート

■画期的な新製品、新サービスなどの開発予定がある

■スタートアップ

など、大義名分があると進めやすい



大和ハウスグループ

ひとつの考え方に基づいて、
グループ全社員が行動

創業：1955年4月5日 

2005年4月：創業50周年



旧ブランドシンボル





新ブランドシンボル







グループ理念体系の整理



(出所)大和ハウス工業IR資料より抜粋





17

ブランド価値を高めるマーケティング施策



2005（年度） 20062007 2008 20092010 2011 2012 2013

第2次
中期経営計画

第1次
中期経営計画

第3次  
中期経営計画

20142015

第4次
中期経営計画

売上高

営業利益

15,289

16,184 

17,092 16,909 

16,098 

16,901 

18,487 

20,079 

800 856 891

735
627

876

1,149
1,280

（単位：億円）

大和ハウスグループの業績推移

2005年4月5日導入

28,000 

1,700

資料：大和ハウス2013年経営方針説明資料

現在、建築業で売上高2兆円を超えるのは大和ハウスのみ。

その後も、ブランドコンセプトに基づく経営計画を実行



外部からの評価：外資系証券アナリストもブランド戦略

に注目

大和ハウスの社員であることに「満足」「やや満足」と
回答した社員は２００８年の調査で約９割を超えているという



(百万円) 2004年度 2022年度

売上高 1,365,913 4,908,100

経常利益 74,209 465,300

業績

売上高 3.6倍
経常利益 6.3倍











「エバラ」ブランド

「たれ」の会社からの
脱皮



エバラは、焼肉のタレの会社ではない。
エバラは、「食コミュニケーション」
（団らんと絆づくり）を届けるブランドだ。



経営理念を改めた

経営理念

ブランドステートメント



『焼肉のたれ』や『黄金の味』に代表される肉料理をおいし
くする商品群です。

“タレ”で新しい肉料理の可能性を広げてまいります。

『すき焼のたれ』や『キムチ鍋の素』、『プチッと鍋』など、ご家
庭での鍋料理を楽しくする商品群です。

鍋料理の可能性を広げ、
鍋を通年の家庭料理にしていきます

『浅漬けの素』など、
野菜をもっと身近なものにしていく商品群です。

ブランドミッション(各商品が何をすべきか、決めた)



29

エバラ「らしさ」の源。そして、それを表現したブランドロゴ、カラー



30

“タレ”で新しい肉料理の可能性を広げる。



「鍋料理」の可能性を広げる。通年料理に。



野菜をもっと身近にする。





新オフィスも「こころ、はずむ、おいしさ。」



そこで、
昨年初めてブランドステートメント「こころ、はずむ、おいしさ。」
を制定し、ブランディング活動を開始しました。当社のものづく
りに対する思いや、絆、笑顔、おいしさに対する思いを知ってい
ただき、商品だけでなく当社自体も好きになっていただきたいと
思っています。

ものづくりも含めた品質・おいしさの進化と、お客さまとのコンタ
クトポイントを拡大するコミュニケーションの構築です。たれとと
もにコミュニケーションの進化も重要な課題で、
これらを5年で達成させてブランド価値を上げることが私のキー
テーマです。

(2012.05 日本食料新聞社「月刊食料工場長」

前・宮崎社長の考え



エバラのフェイスブック

現在17万人以上が登録。
「フェイスブックでブランディングは可能」(担当者)





実は、愛知東邦大学も
東邦学園95周年で、新しいブランド戦略を始めました。



中京テレビ

社屋移転を機に、
ブランディング



2016年秋に移転

「テレビ局が高峰町から名駅・ささしまに移転する。
この機会に、もう一度、中京テレビについて考える」















ブランディングのきっかけ(続き)

■M&A(企業買収・合併)のタイミング

・社名を変更

・新しい会社の方向性を明確にする必要

・ロゴ、ブランドステートメント、シンボル、カラーなど

富士銀行＋日本興業銀行＋第一勧業銀行=みずほ銀行



同社ホームページより





みずほ（瑞穂）」は、「みずみずしい稲の穂」を表す言葉であり、
「みずほ（瑞穂）の国」は、実り豊かな国を意味する日本国の美称として用いら
れています。

この名称は、グローバルな金融市場において、日本を代表する金融機関として、
最高水準の総合金融サービスにより、国内外のすべてのお客さまに豊かな実りを
ご提供していくという決意を込めたものです。
みずみずしさを感じさせる若々しい語感は、新しい企業文化にふさわしく、広くみ
なさまに親しんでいただける名称であると考えています。

同社ホームページより



ブランディングのきっかけ

■企業実態とイメージのギャップが大きくなったとき

・創業者のイメージが強すぎて、変化できない

・市場の変化についていけなくなった

・事業拡大に伴い様々な活動をした結果、本来の意味が希薄

になってきた







課題

本日の講義を聞いて、どのような感想を持ちましたか。



とっておきの習慣。勉強法。これをすると格段に力がつく。

毎日、日記を書きましょう。
・400字くらい。
・PC、スマホは使わない。
・自筆で書く。
・知らない言葉は、必ず辞書で調べる。
・これを1年続けるだけで、ものすごい力がつく。
・テーマは自由。

文章はその人の人柄を表す。



では次回。
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